
東雲の空
今を掘り下げ、未来を見つめる
桃花台学園通信「東雲の空」

校長 木村則夫

205日間の誇りと自信 校長 木村 則夫

令和７年度は本校が創立から11年目を迎える節
目の年。これまでの歩みを振り返りつつ次の10年
に向け新たな一歩を踏み出す１年となりました。
５月には創立10周年記念式典を挙行し、その直前
には、コンビニ大手ローソン様とのコラボ商品を
長崎知事に試食していただきました。また、この
コラボパンが山梨県内だけでなく、関東甲信越の
約4,600店舗で発売されたことは本校の取り組み
を広く発信する機会となりました。
生徒の活躍も、多くの方々に本校を知っていた

だく契機となりました。サッカー部が全国知的障
害特別支援学校高等部サッカー選手権大会で全国
３位となり、新聞やニュースにも取り上げられた
ことは大きな喜びであり、日頃よりご支援いただ
く皆様への感謝の思いを深める出来事でした。ま
た、バスケットボール部が山梨県障害者スポーツ
大会で昨年度に続き優勝したことも誇らしい成果
でした。
教育活動では環境メンテナンスコースが次年度

から本格的に取り組むベッドメイク実習に向け旅
館の一室を想定した「金木犀の間」を整備し、専
門家を招いてプレ実習を行いました。金木犀は昨
年度の記念植樹において生徒たちと選んだ「学校
の木」に由来しています。

また、笛吹高校との共同学習も広がり、ベッド
メイクを学ぶ一方、本校生徒が窓清掃の技術を伝
えるなど、互いに学び合う交流が実現しました。
さらに、本校は先日、災害時の避難所としての

利用に関し笛吹市と協定を締結しました。地域に
開かれ、地域とともに歩む学校として、今後も協
働の輪が広がることを願っております。次年度は
地域の皆様と合同で避難訓練を実施することも検
討しています。
生徒たちは、「当たり前のことが当たり前にで

きる」姿をめざし、校訓「一日一日を大切に」を
胸に、それぞれが「自立」をめざして挑戦し、己
に打ち克ち、誇りと自信を育んでいくことを心よ
り願っております。

文化祭の閉祭式。全校生徒に囲まれ、
講評する校長＝昨年９月１３日 体育館

あなたはどんな空が好きですか？

創立１０周年を祝して
全校生徒での記念撮影
＝昨年５月２８日

未来へつながる
桃花台学園ストーリー

※205日は今年度２年の年間授業日数。
１年は203日、３年は194日でした。
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各教室でグループ別の発表を行いま
した。した。１年は「チームづくり」を学年

共通テーマとし、５月の体育祭や９月
の文化祭の活動を通じて、チームワーク

とは何かについて調査しました。３年生徒
へのインタビュー取材やプロ野球チーム｢山梨

ファイアーウィンズ」のゼネラルマネージャーの講演を
聴き、チームづくりの考え方、ポイントや注意点などに

ついても学びました。発表では調査から分かったこと
や自分の考え方などを加え、スライドに合わせてそれ
ぞれ発表しました。
２年は学年共通テーマ「修学旅行」のもと、旅行先

の沖縄県の自然、歴史や文化、交通など自分の興味や
関心のある分野を選択し、１２月の修学旅行前までは
パソコンを活用して事前調査を行いました。３泊４日
の修学旅行中の現地調査や資料などの情報収集を実施

し、探究活動を進めました。当日はポスター発表の形式
をとり、視覚的な資料と差し棒を用い要点を示しながら
分かりやすく説明しました。スポーツ分野のグループで
は、山梨県と沖縄県のサッカー文化の比較などに触れな
がら発表しました。
３年は学校生活や身の回りの素朴な疑問、地域

の課題などを出発点に探究活動に取り組みました。
多くのグループでは
市役所やスーパー、
資料館などへ出かけ、

担当者への質問や聞き取りをしました。他のグループ
は弁護士を招いて専門的な意見を聞いたり、課題解明
のために実験を重ねたりしました。発表ではデータに
基づいて説明し、グループとしての考察や提案をしま
した。発表後の質疑応答も活発に行われました。

午前の部
Morning
      Session

睡眠について発表する３年生徒（右写真）とその発表に対して助言などをするアドバイザー（左下写真：左端）＝３年教室

桃探（ももたん）は、今年度から
時間割りに位置付けた総合的な探究
の時間の授業のことです。
桃探サミットは、この１年間桃探

で取り組んできたことを全校で発表
する成果発表会です。

初めての

成果発表会



ブログ「桃探サミット」

午後の部
Afternoon
       Session

今回の桃探サミットでは、学校運営協議会委員、大学
教授、県教育委員会指導主事、交流校の笛吹高等学校や
石和東小学校の校長、笛吹市職員、大学生、ＰＴＡ会長
と副会長などのアドバイザーから発表に対する助言を受
けました。各グループへのアドバイスだけでなく、学年
ごと講評を含めたお話をいただきました。
サミットのエンディングでは、各学年代表生徒が桃探

の活動でこの１年間取り組んできたことやサミットでの

代表グループの３年Ｂ組は全校生徒を前に「マグロの
消費量」について発表しました。山梨県には海がないの
にマグロの消費量がなぜ多いのかが桃探を始めるきっか
けでした。消費量は静岡県に次いで第２位であることと
その理由、クロマグロやミナミマグロなどのマグロの種
類、郷土料理である甲州握りなどの説明をしました。次
に、スーパーでの現地調査の内容について報告しました。
鮮魚コーナーの売り場でマグロが占める割合は３割であ

ること、チュニジア産のマグロが多いこと、丼物には
必ずマグロに入っていること、人口あたりの寿司屋の
割合が山梨県は日本一であることなどを説明すると、
会場から「へぇー」や「知らなかった」などの驚きの
声が聞かれました。
発表後の質疑応答は予定時間を過ぎるほど多くの手

が挙がり、普段何気なく食べているマグロについて深
く知り、新たな疑問や課題が出てきました。

保護者
の声

Parents’
        Voices

１年保護者：発表が堂々としていて、テーマについてしっかり調べてある
と思いました。アドバイザーの方にも質問や助言をいただき、生徒たちの
これからにつながるものがあったと思います。

２年保護者：それぞれいろいろな視点からの発表が楽しかったです。
聞いている方がちょうどよい時間で聞きやすかった。終始和やかな
雰囲気で、否定的な質問や意見がみられず、取り組みへの敬意が

感じられました。

２年保護者：いい感じの緊張感があり、自分の
言葉で受け答えができている様子に感動しま
した。

３年保護者：クイズ形式や少し笑いを取り入れるなど発表に興味を
もってもらえるような工夫が感じられました。ネットから引用した解説
だけでなく、実際に足を運んで手
に取るなどの実体験を交えての
発表は素晴らしかったです。

発表について感想を話しました。笛吹高等学校の廣瀬
校長から全体助言を受け、各グループの発表が素晴ら
しかったこと、探究活動の基本的な考え方などに関し
て専門的な立場からアドバイスをいただきました。
各生徒の学びがさらに深く充実するよう、次なる探

究活動に取り組んでいきたいと考えています。

「マグロの消費量」について発表する生徒＝体育館

助言の途中、質問の答えを求めて
生徒の輪に入る廣瀬校長（中央）

MoMoTan Summits

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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27日株式会社ローソンとの
共同開発のパン限定発売

９日
入学式後の
クラス写真

17日
３年交通安全教室

31日
高校生議会

18日予餞会

３日中川公民館清掃
１年環境メンテナンスの地域交流

7日～10日
２年修学旅行

10日
生徒会役員選挙

15日桃花ダイスキマーケット
秋の大収穫祭

28日給食感謝の会

４日～19日２年現場実習
４日～26日３年現場実習

15日
食品加工コース
笛吹高校との
交流及び共同学習

庫うりゅ

10月７日～10月23日２年現場実習
９月30日～10月23日３年現場実習

29日
寄宿舎登校前の身支度

29日
前期終業式・後期始業式

６日卒業証書授与式

13日プレコース授業

15日～22日
１年現場実習

23日中学３年対象
授業体験会

21日夏休みサッカー部

４日夏休み美術部
藍染活動

12日避難所体験会

５日
企業による寄附受納式

17日
学校運営協議会

19日
金融経済教育公開研究会

13日桃翔祭～文化祭～

令和８年度桃花台学園年間予定
桃花ダイスキマーケット

小学生・中学生等対象学校説明会

① ５月１２日（火）
② ５月２９日（金）
③ ７月 ３日（金）
④ ９月 ４日（金）
⑤１１月１４日（土）
⑥１２月１５日（火）
⑦ １月１５日（金）
⑧ ２月 ２日（火）

❶ ５月 ８日（金）
❷ ５月１９日（火）
❸ ５月２２日（金）
❹ ６月３０日（火）
❺ ７月１０日（金）

❶～❺中学３年生対象 ❻～❿小学生・中学生等対象

教頭 星野 融悦桃花台学園ストーリーよ続け！

生徒が製造したパンや収穫した農産物等を
校内で販売します。
一般の方が購入することができ、カフェも

オープンします。オープン時間は１３時25分
から１４時までとなります。
   右の⑤を除き、事前予約は不要です。
   皆様のご来店を生徒一同、心より
お待ちしています。

❻ ９月１８日（金）
❼１０月２７日（火）
❽１１月２７日（金）
❾１２月１１日（金）
❿ ２月１９日（金）

説明会の時間は9時３０分から１１時３０分までです。
いずれの説明会も事前の予約が必要です。
４月から予約受付を始めます。

令和７年度は実に多様な試みがなされた１年間でありました。その中で特に印象に残ったのは「金融経済教育」と

「桃探サミット」です。金融経済教育では「金融・経済・生活」の視点で生徒一人一人が自分自身の将来や生き方に
ついて考える学びを進めました。日々の生活と社会の仕組みを結び付け、自分の未来を見つめる姿がみられました。
また、桃探サミットでは、グループで決めたテーマを協力して調査・研究を行い、仲間と意見を交わしながら工夫

を重ね、その成果を学校外からお越しいただいた多くの皆様の前で発表しました。
桃花台学園を卒業して社会生活を送るためには、「自分の生活は自分で考えていく力」と「自分の考えていること

を相手に伝える力」が欠かせません。今年度の学びを通して身に付けた力を今後の学校生活、そして、将来の社会生
活の中で存分に発揮してくれることを期待しています。
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